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技術相談 

提供可能技術： 

• 構造タンパク質材料の研究開発 

• 水溶性イオン液体の合成 

• 湿式/乾式紡糸および電界紡糸 

※高速液体クロマトグラフィ/質量分析の新規方法論の構築についても対応可能

研究内容：  

 

〇 絹糸などに含まれる構造タンパク質を原料とした高機能タンパク質材料の開発 

 

【材料物性の解明】 

⇒ 研究の過程で様々な分析技術を用いています。 

• 走査型電子顕微鏡/エネルギー分散型 X 線分析 (主に有機物を対象) 

• 核磁気共鳴分光法 (NMR)、固体/液体 

• 赤外分光法 (IR)、紫外可視分光法 (UV-Vis) 
• 熱重量/示差熱分析 (TG-DTA)、示差走査熱量測定 (DSC) 
• 高速液体クロマトグラフィ (HPLC) 
• 質量分析 (MS/MS) 

 

【新規分析法の構築】 

⇒ 特に HPLC/MS を用いた生体成分の新規分析法の提案が可能です。 
• 生体試料の前処理法 (主にタンパク質) 
• 高速液体クロマトグラフィ 

(1) 逆相系クロマトグラフィ (RPLC) 
(2) 親水性相互作用クロマトグラフィ (HILIC): 高極性化合物の分離 

• 質量分析 
(1) MALDI 法、ESI 法 
(2) 四重極型、イオントラップ型、オービトラップ型、またはそれらのハイブリッド型 
(3) 化合物の構造解析、多成分系の網羅的分析 
(4) 同位体希釈法 (絶対定量法)、網羅的定性 (ペプチドマスフィンガープリンティング) 
 

【その他】 

• イオン液体合成 
• 重合性モノマー合成 

 
提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  


